
（様式３）

学校園名

１　保育理念

２　基本方針

３　保育目標

評価基準
A:できている B:だいたいできている C:あまりできていない D:できていない    Ｅ:わからない

達成状況

B

A

B

A

B

〇一人一人の子どもの生き生きとした生活と遊びを育む
〇一人一人の育ちと集団としての育ちを大切にする
〇日々の保育実践を振り返り、保育士及び保育園の自己評価体制を築いていく
〇すべての保育士、調理員が協働体制を組んで、子どもの育ちを支援していく
〇異年齢保育を通して、育ち合う仲間関係を築いていく
〇小学校とのなめらかな接続を図り、5歳児の育ちを支援していく
〇食育を通して、心身の健康やよい習慣が得られるようにする

〇自分から進んで挨拶をする。
〇健康な生活の仕方を身につける。

基本的な生活習慣を身
につける

〇職員も明るく気持ち良い挨拶を心がけ、園全体で継続して取り組んでいくことで子ども達も意識して
   挨拶ができるようになった。
〇健康に過ごすための手洗い、うがい、消毒などの生活の仕方は身についてきている。習慣となるよう
   にしていきたい。

身近な自然や社会の事象に
対する興味や関心を育てる

〇身近な自然に触れて、遊んだり興味や関心をもつ
〇栽培や収穫を体験し、様々な食材に興味や関心をも
つ。

重点目標 改善の方策

保護者との連携を深める

令和5年度　学校園評価シート
加古川市立野口保育園

子ども一人一人を大切にし、保護者からも信頼され、地域に愛される保育園を目指す。

健康な身体を育み、
生き生きと活動する

〇身体を使った様々な遊びを経験し、伸び伸びと
　身体を動かして遊ぶことを楽しむ.

〇生活に必要な基本的な生活習慣や態度を養い、心身の健康の基礎を培う
〇集団生活を通して、人に対する愛情と信頼感を育て、自立と協働の態度を培う
〇さまざまな体験を通して豊かな感性と表現力を養い、創造性の芽生えを培う
〇生命、自然及び社会の事象に対する興味や関心を育てる

評価項目

〇園内で自然に触れ遊べる環境づくりをしたことで、小動物や草花に興味をもち遊ぶ姿が見られる
  ようになった。命の大切さにも気付けるようにしたい。
○季節の野菜を栽培し、収穫したものを家庭や給食で味わい食への興味につながった。

〇全年齢で年間を通して体操や、リズム遊びの計画を立てた。また、年齢に応じた運動遊びを取り
   入れて体力づくりを行うことが出来た。

〇子どもの様子を伝えあい、家庭と連携して
　成長を見守っていく。

〇園外の方に来ていただく機会が増え、いろいろな人と関わることができた。異年齢とふれあう
   機会を定期的にもつことで思いやりの心を育むことができた。

○日々の遊びや行事への取り組みの過程・子どもの気づきなどを、保護者と共有できるように写真
を使って
　伝えるようにした。

人と関わる喜びを感じ、
思いやりの心を育む

○様々な人と関わり、親しみ感謝の気持ちをもつ。
○友達や異年齢児と遊ぶ中で相手の思いを知り、その良
　さや違いを認め合う。


